打電文（案）

　＜共通文＞

	米海軍は、イージス艦「カーティス・ウィルバー」および「ジョン・Ｓ・マッケイン」を２月４日～10日までの間、苫小牧港に入港することを希望しています。

米軍艦の苫小牧港入港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体の協力をなし崩し的に進め、自治体に軍事的役割を求めるものです。

こうした事態が続けば、苫小牧港の商業港としてのイメージ悪化は避けられず、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている苫小牧市民の意思にも反することとなります。また、「日米地位協定」により繋留費用さえ支払わないばかりか、商業港の経済活動に大きく支障を生じさせ、港湾労働者をはじめ関係者に不利益となる恐れもあります。

乗組員が上陸することから、事件や事故が起こる恐れも懸念され、道民・市民は不安に思っています。

以上のことから、「カーティス・ウィルバー」および「ジョン・Ｓ・マッケイン」の苫小牧港入港に強く反対します。


　＜共通文に追加＞

　宛先ごとにそれぞれ以下の文言を加筆して打電願います。

　①苫小牧市長あて

　　（文末に）貴職におかれましては、米軍艦の苫小牧港入港に反対するよう要請します。
　②北海道知事あて

　　（文末に）貴職におかれましては、道民の安全を確保し、北海道の平和と軍縮の拡大を目指す立場から、米軍艦苫小牧港入港に反対するよう要請します。

　③在札幌米国総領事あて

　　（冒頭に）平和の確立と軍縮の推進を求める北海道民の意思を無視した苫小牧港入港に強く反対します。
